












































と唱われている。           
そして、少数民族の教育・学校については、1947年 5月 1日、最初の自治区として成立
した内モンゴル(南モンゴル)自治区のモンゴル民族教育・民族学校に関する決定は、1947
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1981 年から 2003 年まで教育部「全日制学校の民族小中学校の漢語教育プログラムに対
する通知」により 3回漢語教育が変更された(23)。 

































1935年 12 月 20日に出された「35宣言 」は、新中国成立後、全ての少数民族自治区（地
域）を取り扱う指導方針の理論的根拠になった。 
中国における経済発展に伴って、従前の「国民」が国内で移動する際に政府の「紹介書」








































































































































































































































































































(2)筆者が、2005 年 12 月 28 日から 2006 年１月 10 日にかけて、内モンゴル自治区にある
全自治区の範囲から学生募集をしている二つの大学と短大の学生・院生、烏特中旗蒙古族
中学(初三、初四、高等学校の全員)の生徒と社会人に対して「民族意識に関する実態調査」
を実施した。調査は 500人を抽出し、399人から回答を得た(回答率 79.8％)。  
(3) E・H・エリクソン、岩瀬庸理訳『アイデンティティ青年と危機』、金沢文庫、2004年、
10 頁 


































































年 11月 8～14 日に中国共産党における第 16回全国代表大会政治報告書の中に中 
国における共産党政府は中国先進生産力発展要求を代表・先進文化的発展方向を代表・
人民根本利益を代表しているという「三个代表」を提出した。その中に先進文化の源泉
は伝統文化であると強調した。2004 年 6 月 28 日、胡锦涛が「中国政府高度重视保护文























































































































































































































寺で 1,500人、興安盟ウランホタのゲゲン寺で 1,200 人、通遼市モロイ寺で 2,000 人、ブ





















   一切平等の慈悲の大蔵である観世音菩薩、 
   清淨なる智慧を具足した文殊菩薩、 
   一切の魔軍を調御降伏した金剛手秘密主、 
   雪山チベットの智慧で荘厳したツッンカパ、 


































































































































































































(14)同上、巻 6「世祖三」、69 頁 










































(49)同上、 153 頁 
(50)ベ・リンチン『モンゴル語法』上冊、内モンゴル人民出版社、1992年、184－185頁 























































































第 2 節 貢親王の人間観・教育観の背景 




























































































第 3 節 貢親王の日本から帰国後の改革と教育思想 
 
1903年、日本は、極秘のうちにカラチン王を日本に招待した。カラチン王府は、内蒙古
東西 6盟、24部、49 旗中の 1旗で、「カラチン右旗」と言い、蒙古の南方に位置し、「東西


































































































































3 名を女子留学生として、また 1906 年冬には、イテシン、ノミンビリゲ、エンヘブリン、



























名」(42)で「陰暦新年に、入り、生徒の数は増して 60 名に達し、幼年者は 7、8歳、年長者














とを望まない生徒に対しては 2 頭またはる馬車による送迎が行われた。 
学校は毎年 2 月 15 日に始まり 11 月 15 日に終わった。1 学年 3 学期制である。2 月 15
日から 5月 15 日までが第一学期、5月 15日から 8月 15日までが第二学期、8月 15日から
11 月 15日までが第三学期である。 































の希望に応じ、1906 年陰暦 11 月に、希光甫、刑宜庭、包らとともに「喀喇沁王府モンゴ
ル語読本」(3冊) (51)及び「モンゴル語人物伝」(1冊)というモンゴル語の教科書を編纂し、







































































































































































































































































中華民国初期 1919 年の統計によれば、当時の内モンゴル 6 盟 50 旗の中で、2 旗にはモ
ンゴル民族の教育を行う小学校はそれぞれ 2校、同様に 26旗には小学校がそれぞれ 1校あ
り、全旗の 56％を占めていた。また、民族教育を行う小学校が設立されていない旗は 22
もあり、全旗の 44％を占めていた。学校数を全旗で見れば平均 0.6校で、モンゴル族新式
小学校数は極めて少なかったことが分かる。それを、1931 年の 30 旗の統計で比較して見
































































































短期間の間にモンゴルのリーダーを育てることに力を注いだ。1937 年 10 月にフフホトに
移り、戦争のために授業が一時中断したが、1938 年６月 20 日に授業が再開された。その
ときには 174 人の学生たちが、教師養成コース・通信コース・旗の業務コース・予備コー
スなど六つの専門コースに分かれて学んだ。７月 12 日に開学式を行い、９月には、教師
13 名、職員 12名、学生 196名となった。学生は、旗の業務コースが 23名、教師養成コー
スのうち、教師資格取得コースが 23名、教師指導コースが 26名、通信コースが 45名、予 
備コースの甲クラスが 38 名、乙クラスが 48 名であった。1939 年になると、学長(写真 3
 66 






写真 3－2 蒙古学院首任院長郭爾卓爾扎布 
図 3－3 校章 
図 3－4 校旗     
 67 
 
















































表 3-1  1947年までの内モンゴル自治区民族小中学校の数        
 学校別 
       
年    
























































(11)韓達主編『中国少数民族教育史』雲南出版社、1998 年 92頁 
(12)松本ますみ『中国民族政策の研究―清末期から 1945年までの「民族論」を中心にー』
多賀出版、1999 年、92頁 









































第 4 章 中国内モンゴル自治区における民族教育の課題 
―民族意識に関する実態調査から 












































バ ヤ ン ノ ロ
市(2004 年に市に変わった)の烏特中旗蒙古族中学(初三、
初四、高等学校の全員)の生徒と社会人に対して、民族意識に関する実態調査を実施した。
調査は 500人を抽出し、399人から回答を得た(回答率 79.8％)。その内訳は、20 歳から 70



































その中で大学院生の 35.1%が「あまり知らない」、7.1%が「全く知らない」と回答した。            
 
表 4-1「内人党」事件を関してどうですか。                単位：人(％)     
「内人党」事件を よく知っている  少し知っている     あまり知らない    全く知らない   
全体 47(11.8) 92(23.6) 148(37.1) 106(26.6) 









表 4-2  民族の発展のために尽力したいが恐れていますか。       単位：人(％) 
民族の発展のために尽力したいが恐れていますか  恐れている    恐れていない   回答がない  
全          体 204(51.1) 193(48.4) 2(0.5) 
中学生  と   高校生 43(39.4) 65(59.6) 1(0.9) 













観性があることを今回の調査[表 4-3と表 4-4]からも読みとれる。 
 
表 4-3モンゴル民族に発展する可能性がありますか。          単位：人(％) 
モンゴル民族に発展する可能性があるか 可能性がある     可能性がない    回答がない  






表 4-4 モンゴル経済が発展すると思っていますか。           単位：人(％) 
モンゴル経済が発展すると思っていますか 思っている     思っていない    回答がない  






























校から、都市町の学校まで、その問題があることが表われている。         
「民族学校の教育条件と普通学校の教育の条件が同じですか？」に「いいえ」と回答した
人たちの割合。中学高校生のうち牧区地域から来た生徒の 32.5%、半牧半農地域から来た









民族学校―子どもの将来のためにならない 中高生 大学生 大院生 
全                体 12.8(14 人) 10.9(21 人) 21.4(３人) 
種      出身地域 牧区 農村 半牧半農 都市町 
中学高校 32.5(27 人) 0 64.3(9 人) 41.7(5 人) 










表 4-7 漢族を優れていると思いますか？               単位：％(人) 
漢族を優れていると思いますか はい いいえ 回答がない 





に頼る人」は 4.5%だけ、「両方」と回答した人は 1.8%である。 
 
表 4-8生活状況を変えるには自分で頑張るか。政府に頼るか。    単位：％(人) 
生活状況を変えるには 自分で頑張る 政府に頼る 両方 
全        体 93.7(374 人) 4.5(18 人) 1.8(7 人) 
 
今回の調査で「漢族に対してどんな印象を持っていますか。」という質問の回答では、「尊

































大学生           
 
尊敬 
 男  女 差 
牧区 20.0(5 人) 37.8(14 人) 17.8 
農村 46.5(20 人) 50.0(17 人) 3.5 
町市 53.3(8 人) 42.1(8 人) 11.2 
半牧半農 33.3(2 人) 81.8(9 人) 48.5 
 80 
 











表 4-11結婚相手の出身民族を気にするのは特別な理由がありますか。 単位：％(人) 
結婚相手の出身民族を気にするのには特別な理由 ある ない 
全                    体 70.2(280 人) 23.6(130 人) 
 
  






大学生           
 
ない 
 男  女 差 
牧区 12.0(3 人) 18.9(7 人) ‐6.9 
農村 44.2(19 人) 27.7(10 人) 16.5 
町市 20(3人) 36.8(7 人) ‐16.8 











































会に適合をしているかどうか。自由記述。 単位：人(％)                               
区別 
 質問回答            性別 
中学高校生 大学生 大学院生 社会人 総(%) 
男  女 男 女 男 女 男   女  
アルコールに依存している 32 27 22 34 １ 4 18 9 36.8 
怠け者が増えている 19 23 13 39 2 7 10 9 30.6 
団結が良くない 4 4 26 26 2 4 6 5 18.8 
競争心が弱い 0 0 25 39 2 5 1 0 18.1 























(5) 前掲、『義務教育課程標準実験教科書 思想品徳』、2頁 
























佛教大学大学院教育学研究科 生涯教育専攻 烏力更 2005年 12月 
――以下の項目を記入してから、質問にお答えください―― 
 
 年齢：     
 
性別：                  
 




出身地：    
 
盟（市）：    
 
旗：       
 
牧地域：    
 
農村：     
 









２、以下の質問の答えを、二つのうち一つを選んでください。   
 
１ 、 モ ン ゴ ル 語 で 話 す の を 、 恥 ず か し い と 思 っ て い ま す か 。                
①はい ②いいえ 
２、モンゴル語で読めますか。         ①はい ②いいえ 
３、モンゴル語で書けますか。         ①はい ②いいえ 
４、モンゴル語でよく話せますか。       ①はい  ②いいえ 
５、モンゴル語の固有の発音を知っていますか。 ①はい ②いいえ 
６、家では何語を使いますか。         ①モンゴル語②中国語 
７、モンゴル民族の衣裳を持っていますか。   ①いる ②いない 
８、民族衣裳は祭り、結婚式に着ますか。    ①着る ②着ない          
９、チンギス・ハーンの肖像画を家に飾っていますか。                
 ①いる   ②いない                        
質問 
よく知っている  少し知ってい
る     
あまり知ら 
ない    
全く知らない   
チンギス・ハーンを     
チンギス・ハーンの業績を     
チンギス・ハーンの思想を     
毛沢東を     
『内人党』事件を     
モンゴルの家庭教育を     
モンゴルの礼儀を     
モンゴルの生活習慣を     
モンゴルの伝統的生活様式を     
モンゴルの牧・農民の生活水準を     
民族政策を     
環境が破壊されている原因を     
 86 
10、モンゴル民族に発展する可能性はありますか。                   
①ある ②いない 
11、モンゴル族と漢族の生活習慣のどちらがいいと思います。            
    ①モンゴル族 ②漢族 
12、どんな言語で教育を受けましたか。 
 ①モンゴル語 ②中国語 
13、貴方はモンゴル人としてのプライドを持っていますか。      
 ①はい   ②いいえ 
14、お酒は飲みますか。         
①飲む   ②飲まない 
15、賭けごとをしますか。        
 ①する    ②しない 
16、漢族は優れていると思いますか。    
①はい    ②いいえ 
17、民族の発展のために尽力していますか。 
①している②していない 
18、民族の発展のために尽力したいが恐れていますか。              
 ①恐れている   ②いない 
19、漢族に対してどんな印象を持っていますか。               
①敬       ②嫌 
20、モンゴル族と漢族の間で差別があると思いますか。 
①はい      ②いいえ 
21、学校教育で民族教育を受けたことがありますか。                  
①ある      ②ない 
22、貴方は子どもをどちらの学校へ通わせたいです。 
                  ①民族の学校  ②普通の学校 
23、子どもを民族学校に入れることが子どもの将来のためにならないと思いますか。           
①はい    ②いいえ 
24、子どもを普通の学校に通わせるのは仕方がないことと思いますか。      
①はい   ②いいえ 
 87 
25、民族学校の教育条件と普通学校の教育条件は同じですか。        
①はい     ②いいえ 
26、教育を重視していますか。   ①している   ②分からない 
27、結婚相手の出身民族を気にするのには特別の理由がありますか。      
①はい    ②いいえ 
28、自然環境を守りたいと思っていますか。  
①いる ②いない 
29、これからモンゴル経済が発展すると思っていますか。          
①思っている②思っていない 
30、生活が貧しい子どもの教育を受けることを応援しますか。        
①はい     ②関係ない 
31、今の生活状況を変えようと思いますか。①はい  ②いいえ 
32、生活状況を変えるには自分で頑張るか、政府に頼りますか。     

















































第 5 章 中国における少数民族政策及び少数民族教育 
  









倣しており、1931 年 11 月の中華ソビエト第一回全国大会で採択された中華ソビエト憲法
の第 14 条では、「中華ソビエト政権は中国境内の少数民族の自決権を承認し、また各少数
民族が中国を離脱して独立国家を形成する権利を承認する」(2)ことを規定し、少数民族の
自決権、分離権を保障した。さらに 1935年 12月 20 日、毛沢東は中華ソビエト中央政府を
代表し、「35宣言(中華ソビエト中央政府対内蒙古人民宣言) 」(3)を出し、内モンゴル地域
におけるモンゴル民族の権利を承認し、各民族が平等で団結し、日本よりの侵略に抵抗す
ることを提唱した。1938 年 10 月の毛沢東の政治報告により、中国共産党は反帝闘争のた
め各民族を動員し、民族統一戦線を最大の課題に結集する過程で、国内の少数民族に対す

































数民族の社会・歴史・言語調査を行った。     
1950 年代から 1986 年までにおける 3 回の国勢調査(人口調査)に基づく民族識別工作に
より、今日では中国における 55 の少数民族が認定された。 
第一期は 1950―1954年までで、中央政府は西南、西北、中南、東北、内モンゴルなどの
地域へ訪問団を派遣し、少数民族の社会調査を行い、1953 年の第一回人口センサス(国勢






でに 15の少数民族が認定された。1965年にロッパ族を認定して少数民族は 54 となった。 
第三期は 1978－1986 年までで、1982 年の全国第三回の国勢調査までにギノー族が認定
































































































































































































(13)『中華人民共和国民族区域自治法』第 6 章、第 71 条、中国法制出版社、2004 年、20
頁 
(14)『日本学習社会年報 第 3 号』、2007年、58頁 
(15) 福沢諭吉『学問のすすめ』全集第三巻(岩波文庫)、岩波書店、2009年、48 頁 
(16)2010年に行われた第 6回中国国勢調査の主要データ公報、第 1号。 















第 6 章 中国における義務教育制度 
 
中華人民共和国(新中国)では学校教育制度は、1951 年の「学制改革に関する決定」で 5
年制教育が提唱されたが、1953 年に 4年制初級小学と 2年制高級小学をあわせた 6年制初
等教育に変更された。大躍進期に就学年限短縮のため新学制が考案されたが普及はせず、











































法)である。同年 7月 1日から施行されることになった。 
 
2 中国における義務教育法(旧法) 
























第 2 節 内モンゴルにおける義務教育段階の財政現状 
 









































































における漢民族人口の増加は下記のようになっている。      
1950－1961 年の間は、内モンゴル自治区における漢族の第 1期移民急増期である。移民
人口は 346万 1,400人であり、同期間での内モンゴル地域の全増加人口の 56.55%を占めて
いる、とくに 1958－1960 年の「大躍進」(16)時期の増加人口 225 万 1,000 人のうち、純移
 103 
民人口は 8割近く（75.56%）を占め、最も多い 1960年には 106万 300人(96.75%)が移民に
よる人口増であった(17)。 
1963－1978 年までは第 2期移民増加期である。この間に 258万 7,000人の移民があった
(18)。1969－1971 年の間では、中国全域で起こった「上山下郷」(19)運動の中、内モンゴル
地域は他の省から 10 万人を越える青年たちを受け入れた。1971－1972 年の間に内モンゴ
ル西部に 25万人の移民が転入した。さらに 1973－1974 年、東部のホロンバイル盟を中心
に移民が急増し 26万人に達した(20)。そして彼らが広大な面積の土地を開墾した。それは、
自然破壊の原因の一つともなった。 
1980 年代に入り、第 3 期移民増加安定期に入り、人口移住は年 20 万人程度になってい
る(21)。 
1985 年からの身分証の移動が簡便になり(22)、また、2000 年の「西部大開発」(23)政策に
より、内モンゴル自治区の 2471 万人口(24)の 8割は漢族が占めに至る。 
しかし、移民の侵入、土地を開墾、草原を開発し、1970年代末から定住生活をさせた原
因で、内モンゴルの自然環境が、1980 年代から 1990 年代末になると悪化の極点に達し、
建国から今まで(1980年代初)、内モンゴル自治区の草原に 5回にわたり大規模の開墾が行
われた。内モンゴルの歴史の中で、この約 30年における 5回の開墾の面積は最大である。




置する。1993 年から 1999 年までに 7 年連続して発生した砂嵐により、直接的な経済損失
は五億元に達した。2000 年には砂嵐は 21 回発生し、2001 年には 34 回に達した。2000 年
に全国で発生した 19回の砂嵐のうち 8回はアラシャ地区に起因するものである(26)。 




るようになる。筆者の調査で、10 年前に比べると 500 頭以上馬を飼っていた家において、






















的に負担が大きい。一学期で、教科書代 160 元、雑費が１人当たり小学生 60 元、中学生
80 元となる。寮費 40 元、暖房 120 元(冬)、食事代は月に 100－130 元、ノート代 15 元、
クラスの中での活動のために１人当たり 15－20元、パソコンを学ぶ費用 30元、制服代 60











4  失った経済発展のチャンス 
1988 年末から 1990 年代初めまで、世界経済発展の影響で内モンゴル放牧地域では経済





























この深刻な状況に対応するため、2001 年 5 月 29 日に国務院は「基礎教育の改革と発展
に関する決定」を公布し、農村の義務教育強化が「戦略的任務」であるとして、「各レベル
の人民政府が、管理体制を完備し、経費の投入を保障して、農村の義務教育の持続的健全






















第 3 節 2006 年の中華人民共和国義務教育改正法(新法) 
 




























































































2011 年 10 月 26 日の中国国務院常務会で、2011 年秋学期から、農村義務教育を受けて
いる生徒の生活栄養改善を実施する決定を公布された。主に貧困地区・少数民族地区・辺





















11 月に北京で開催された EFAの閣僚級会合で、中国での EFAの推進において農村部の義務
教育の普及・発展が最重要課題であると論じている。 
こうした中、2008 年 5 月に発生した四川大地震では、多くの学校や家屋が倒壊し、多数
の児童・生徒が犠牲者となった。 






































































































(36)1979年 12 月 6日、鄧小平が外賓との会見で重要な概念を一つ言及したが、それが「小
康(余裕のある中産層の生活)」である。それが鄧小平時代から中国における社会を発展さ
せようとスローガンとなった。 





(40) 中国新聞ネット、2011 年 10月 26日 17時 35分 
(41)中国網日本語版（チャイナネット）」2011年 3月 9日 
(42) 新華網北京 2012年７月２９日＝劉奕湛、呉晶 
(43) http://www.nmgov.edu.cn/modules/news/article.php?storyid=326 
(44)新華ネット、2012年 9月 4日 







































































































表 7-1 義務教育科目(課程)設立及び比率 



























      歴史と社会（あるいは歴史、 
社会のかなから選択 
3～4 
  科学 科学 科学 科学 科学（あるいは生物、物理、 
化学のなかから選択） 
７～９ 
語文 語文 語文 語文 語文 語文 語文 語文 語文 20～22 
数学 数学 数学 数学 数学 数学 数学 数学 数学 13～15 
  外国語 外国語 外国語 外国語 外国語 外国語 外国語 ８～９ 







                    芸術（あるいは音楽、美術のなかで選択） 9～11 
                    総合実践活動 16～20 
               地方や学校毎のカリキュラム  
週間 
総数 
26 26 30 
 





910 1050 1050 1050 1050 1190 1190 1122 9522 
(2001年 11月 19日、教育部「基礎教育課程実施要綱（試案）教基〔2001年〕28号」『内蒙古民族教育工作手冊』p.94) 
 
1999年から 3年にわたる改定作業においては、日本のゆとり教育を参考に、2001 年に「基










2004年 12 月 25日、国家教育部が「我が国の小中学校における教師の教育技術と教育能
力の水準を高め、教師の専門的能力の発展を促進させるため」、「小中学校教師の教育技術


































































































中国は、2010 年に行われた第 6 回中国国勢調査の主要データ公報（第 1 号）によれば、




















塾率が 76.6％と高く、通塾日は土曜日と日曜日に集中しており、通塾日数が 1～2 日が
70.4％と多く、1回あたりの学習時間も長いことが知られている(22)。 




























第 3 節 素質教育と社会現状 
 
１ 良くない風潮が教育現場に広まる 
内モンゴル自治区には、2004 年に中学クラスの数は全部で 22,058 クラスあり、そのう
ち 55 人を超えた大クラスが 4,750 クラス、66 人以上の超大クラスが 2,531 クラスにまで
増えた(23)。 



































中国の大学の卒業生の数は、2001年に 103万人、2002 年に 113万人だったが、そこから
毎年数 10万人規模で増加している。2003年には 187 万人、2004年には 239万人、2005年
には 306 万人、2006 年には 413 万人、2007 年には 496 万人、2008 年には 569 万人の卒業







かった。一方で、広東省全体の卒業生数の 2 倍近い 190.3％もの卒業生が他省から広東省
内に流入した。差し引きすれば、広東省の卒業生の 285.2％が広東省内で就職したことに
なる(26)。 









































































たこと」、2011年 5月 23日。 
(5)中国科学院国情分析センターグループの研究、1882 年の調査。 
(6)田変、前掲、105頁 
(7)1997年 12月 17日『羊城晩報』。 











(12)http://zhidao.baidu.com/question/2899867在 2011年 02月 11日 14:49:36、石蕾「浅
析素質教育」。 
(13)1980年代、1990年代に生まれた若者。 












えられたこと」、2011年 5月 23 日。 
(23)http://www.e56.com.cn/minzu/west/menggu4-1.htm、2004年内蒙古自治区教育事业统




(28)「人民ネット（網）日本語版」2007年 6月 28日。 






































































































1982 年 10 月 18 日、教育部は中国新疆ウイグル族自治区イリのカザフ自治州において、
「全国牧畜地区・山間地区における少数民族寄宿制小中学校の経験交流会」を開催した(11)。
そこでは、内モンゴル自治区におけるモンゴル民族の寄宿制学校制度が主たる議題となっ



















































































合わせるために、民族学校の中学校は、1999 年秋学期から中学 1 年生から「三言語(モン













中     学      校  高      校 
第１学年 第２学年 第３学年 第１学年 第２学年 第３学年 
毎   週   授   業   時   数 
モンゴル語 4 4 4 3 3 3 
モンゴル語文法 4 4 2 2 2 1 
漢  語 4 4 4 5 6 6 
(韓達主編『中国少数民族教育史』雲南出版社、1998 年、p.120を参考に作成)  
 136 












表 8-2 1964－1965年度のモンゴル族中学校・高等学校のカリキュラム表 
クラス類 モンゴル語授業クラス 
学校類 中学校 高 校 
学年  1 2  3  1  2 3 
モンゴル語読解  4 4  4  3  3 3 
モンゴル語作文  2 2  2  2  2 2 
漢語読解  4 4  4  4  4 4 






さらに、1964 年のモンゴル語授業時数の表 8-1と表 8-2を比べてみると、3ヶ年の週授












表 8-3 2008 年―2009年度内モンゴル自治区モンゴル民族学校カリキュラム表 
   学校類・学年 
授業時間(週) 
小 学 校 中  学  校 高   校   
2年 3年 6年 1年 2年 3年 1年 2年 3年 
漢語(国家基準) 3 4 4  4 4  4  4 4  4 
漢語(自治区基準) 3 4 4  4 4  4  3 3  3 
漢語(旗基準) 2 2 4  4 5  5  3 3  3 
モンゴル語(自治区基準) 9 6 6  4 4  4  3 3  3 
モンゴル語(旗基準) 5 5 4  4 4  4  2 2  2 
外国語(国家基準)  3 3  4 4  4  4 4  4 
外国語(自治区基準)  2 3  4 4  4  4 4  4 
外国語(旗基準)  3 3  4 4  4  4 4  4 
(内モンゴル自治区教育庁モンゴル語で授業を受ける小中学校カリキュラム設置表と烏拉特中旗のモンゴ

























数は 1,626校、中学校数は 341校となった。1979年の小学校数 4,387校と中学校数 501校
と比べてみると、小学校数は 2,761校減って(63%減)3 分の１になり、中学校数も 160校減
って(32%減)3 分の 2となった (37)。1996年にはモンゴル族の小中学生に該当する子どもの




における漢民族人口の増加は第 6 章の第 2 節で述べたように、3 回にわたる移民の受け入





























































































































図 8-3 シャガイと入れる袋 














の 2004年には 39.3％となっている。 















































育学部学会紀要」第 8号、2009 年、151頁 
(5)筆者が、2005 年 12 月 28 日から 2006 年１月 10 日にかけて、内モンゴル自治区にある
全自治区の範囲から学生募集をしている二つの大学と短大の学生・院生、烏特中旗蒙古族
中学(初三、初四、高等学校の全員)の生徒と社会人に対して「民族意識に関する実態調査」
























較・国際教育学研究室』第 12 号、比較・国際教育学研究室、2004年、136頁 







































モンゴル自治区統計局、2011年 5月 9日。 
(41)宮脇淳子『モンゴルの歴史―遊牧民の誕生からモンゴル国までー』刀水書房、2002年、
258頁 













































































入ることが必要であるとした。        






毛沢東は、1962 年 9 月に中国共産党 8 期 10 中全会で、社会主義思想教育運動の過程に
ついての認識と具体的方針をめぐって階級闘争の拡大化と絶対化を主張し、かつ資本主義






















































































写真 9-3 毛主席語録 
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第2節  全日制五年制小学校思想道徳教育課程プログラム 
 

















































































































































































(21)。                        
 中国における思想道徳教育は上記のように、各科目に浸透している。そして、思想道徳
































































































































































(7)『馬克思(マルクス)・恩格斯(エンゲルス)選集』第 1 巻、人民出版社、1972 年、270
頁 
(8)1967 年 5 月 7 日、毛沢東が林彪に書いた手紙、簡称「五・七指示」である。文化大革





















(14)同上、 24 頁 
(15)同上、2 頁 
(16)モンゴル自由連盟党、No.5806 - 2008/06/11(Wed) 17:48:22。 

























































































































































































































































国際言語文化研究科「多元文化」第 5号 2005年、265-280頁 
伊貞姫「中国における『国民教育』と『少数民族教育』の相克」『国際開発研究フォーラム』
30 号、2005 年、183 頁 
田中圭次郎編著『道徳教育の基礎』ナカニシヤ出版社、2006年 
横田素子「横浜正金銀行借款に見る明治期の対内蒙古政策―喀喇沁右旗を例として―」『中
日文化研究所所報』第 6号、2007 年、135頁 






においてー」、『国際教育』第 15 号、日本国際教育学会、2009年、47頁 
横意山宏章『中国の異民族支配』、集英社新書、2009 年、168-169 頁 




























































『人民日報』、1967年 8月 1日。 
『清徳宗景皇帝実録』巻 586(十四)「光緒 34 年正月癸卯条」台湾華文書局、中華民国 59
年(1970)、5362 頁 
卢明輝『蒙古“自治運動”始末』中華書局、1980年、193～194頁 













韓達主編『中国少数民族教育史』雲南出版社、1998 年 92頁 
孟馳北『草原文化与人類歴史』(上・下)国際文化出版社、1999年 
『毛沢東文集』「論十大関係」中共中央文献研究室編、人民出版社、1999年、33 頁 


























日本国際問題研究所中国部会編『中国共産党資料集』一巻、勁草書房、1967 年、142 頁 
日本国際問題研究所中国部会編『中国共産党資料集』五巻、勁草書房、1967 年、453 頁 

























http://www.sina.com.cn 2004 年 06月 28日 09:36 新华网（新華ネット） 
http://news.xinhuanet.com/ziliao/2004-11/27/content_2266970.htm 




2010 年 10 月 20 日 19 時 42 分『読売新聞』 
中国新聞ネット、2011年 10月 26日 17時 35分 
新華ネット、2012年 9月 4日 
南方報業ネット、2012年 9月 9日、8時 30分 
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